
「横浜市景観ビジョン（案）」について 

 
 10月に行った「横浜市景観ビジョン素案」に対する市民意見募集の結果を踏まえ、
「横浜市景観ビジョン案」を作成しました。今後、市会常任委員会への報告を経て、

年内に確定する予定です。 
 
１ 市民意見募集の結果 
 □ 募集期間  10月 2日から 10月 31日まで 
  （10月 27日 景観シンポジウム参加者 １６０人） 
 □ 意見総数  79通（意見数 164件） 
 □ 寄せられた主な意見（資料１－２） 
   素案に賛同する意見・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12件 
   素案にすでに記載している内容と同様な趣旨の意見・・・・・・・ 39件 
   素案修正等の検討を要する意見・・・・・・・・・・・・・・・・  9件 
   施策の具体化や今後の取組の参考としていく意見・・・・・・・・ 76件 
   景観ビジョンとは直接関係しない意見・・・・・・・・・・・・・ 28件 
   （景観以外のこと、個別事業に対する意見等） 
 
２ 横浜市景観ビジョン(案)について 
  素案からの修正箇所(案)対照表      （資料１－３） 
  横浜市景観ビジョン(案)         （資料１－４） 
  横浜市景観ビジョン概要リーフレット(案) （資料１－５） 
 
３ 今後のスケジュール案 
  12月中旬 市会常任委員会（報告） 
  12月下旬 確定、公表 
  1月  パンフレット等作成 
  2月～ パンフレット配布開始 
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横浜市景観ビジョン（素案）に関する市民意見募集 

寄せられた主な意見 
１ 素案に賛同する意見---------------------------------------------------------------------------------------------１２件 
・ 横浜市はこれからも横浜の景観をよくするために様々な課題に前向きに取り組んでもらいたい。 
・ 様々な風景にスポットをあてることにより市内のどこでも魅力的な街になれるという意識を形成

できるというツールができた。 
・ 景観形成の３つの意義に同感。 

２ 素案にすでに記載している内容と同様な趣旨の意見 ---------------------------------------------------３９件 
・ 「景観がよくなれば街の価値が上がり、家が高く売れるかも」というような考え方で、自分たち

の街は自分たちで良くしようということにつながっていくと良い。 
・ 都市の景観がいずこも似たような形になることを誰も喜んではいない。毎日の生活に大切な街の

住み心地は、そこに住む人々が醸し出すものだ。 
・ 狭い道に車が入り込み、身動きが取れないような状態は景観の面からも問題がある。「人を中心と

した空間という景観」づくりを積極的に行ってほしい。 

３ 素案修正等の検討を要する意見 ---------------------------------------------------------------------------------９件 
・ 市民生活に身近なところに、横浜らしい景観があるのが横浜の特徴であるような（調整区域の残

り方の特徴）打ち出しはできないか。 
・ 市民生活の身近なところに樹林地や農地など自然的な土地利用を重要な景観要素として位置づけ、

景観法の制度を活用した施策を講じていただきたい。 
・ 景観の向上、市民意識の向上によって、まちの安全性も高まる 
・ 景観とは「見た目」だけを意味する言葉ではない。人間の五感を刺激できることが結果として「良

い景観」につながる。景観づくりが見せかけだけで終わらないように本来の意味、価値は何かを

問いながら計画を進めたい。 
・ 少しでも緑を増やし、落書きをなくすために、コンクリート塀ではなく生け垣を奨励したい。 
・ 素晴らしい景色も放置された廃棄物、禁止区域に置かれた自転車等で台無しになる。これらの解

消に予算を傾注して欲しい。 
・ 「松の川緑道」は市民から愛されている。こんな緑道があちこちにあるともっと豊かになる。 
・ 事業実施にあたって、区ごとに考えて行くものと横断的に検討を進めるものがあり、その両方を

すすめて欲しい。（例えばパラメータとして「古道」とか「川」の様な連続性のあるもの） 
・ 「魅力ある景観の横浜」にするためには、区長および区役所職員の意識改革が必要である。 

４ 施策の具体化や今後の取組の参考としていく意見 ------------------------------------------------------７６件 
・ 単に「特徴的な景観のある地区」を限定することなく、広い視野に立ち、地域の人が誇り思える

ような景観を幅広く吸い上げて欲しい。 
・ （歴史的･文化的建造物保全事業では）実効性のある多様な方策＝借り上げ、トラスト、土地交換

など、様々な選択枝を検討して頂けると有り難い。 
・ もっと横浜の空を広くしたい。どこへ行っても高層マンションやビルが建ち並び、とても息苦し

い。全市域において建築物の規制は大変重要である。 
・ 公共の場からの眺望を守るための高さ制限があるといい。 
・ 地域ごとに時によってはいくつかの区をまたいだ計画ができる仕組みが欲しい。 

５ 景観ビジョンとは直接関係しない意見 ---------------------------------------------------------------------２８件 
・ 新横浜駅では、コンコースに上ったり、いつまでも乗場に着かない駅の構内を疲れた足取りで歩

いている。駅本来の機能はもっとシンプルでよいはずだ。 
・ 根岸ベースの後も公園で残して欲しい。災害時に仮設住宅を設置する場所としても使えるはずだ。 
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関連する市民意見

・市民生活に身近なところに、横浜らしい
景観があるのが横浜の特徴であるような
（調整区域の残り方の特徴）打ち出しはで
きないか。
・市民生活の身近なところに樹林地や農地
など自然的な土地利用を重要な景観要素と
して位置づけ、景観法の制度を活用した施
策を講じていただきたい。

Ｐ６
第２章
２（１）

横浜市の地形は内陸部の多くを占める丘陵地・
台地と谷戸、河川沿いに広がる低地、海岸沿い
の埋立地などで構成されています。変化に富む
地形の上に、時代ごとのに様々な開発や、まと
まりのある緑地等の保全などがなされ、現在の
景観につながる資源等が積み重ねられてきまし
た。

・景観の向上、市民意識の向上によって、
まちの安全性も高まる
・景観とは「見た目」だけを意味する言葉
ではない。人間の五感を刺激できることが
結果として「良い景観」につながる。景観
づくりが見せかけだけで終わらないように
本来の意味、価値は何かを問いながら計画
を進めたい。

Ｐ１２
第３章
１

第３章　景観形成の方向性
１　景観形成に取り組む姿勢
（１）景観に対する意識の向上
 （原文のまま）

（２）多様な空間価値への配慮
良好な景観を生み出すためには、人間の五感や
感性に訴えるものも大切な要素として配慮して
いく姿勢が求められます。また、安全性や利便
性なども含めた都市空間に求められる様々な価
値観に対して、総合的に配慮していく姿勢が求
められます。

（３）急激な景観の変化に対する配慮
 （タイトル番号のみずらして、原文のまま）

・事業実施にあたって、区ごとに考えて行
くものと横断的に検討を進めるものがあ
り、その両方をすすめて欲しい。（例えば
パラメータとして「古道」とか「川」の様
な連続性のあるもの）

Ｐ１３
第３章
２（３）

都心部の歴史を伝える洋風建築、往時の暮らし
ぶりを偲ばせる古民家や洋館、都市発展の礎と
なった旧街道や橋梁や・トンネルなどの土木構
造物など、歴史的、文化的価値の高い建造物や
史跡、生業や生活により形成された文化的景観
などは、

・「松の川緑道」は市民から愛されてい
る。こんな緑道があちこちにあるともっと
豊かになる。

Ｐ１３
第３章
２（４）

～里山、川、谷戸、池、斜面緑地、街路樹、緑
道、公園等の都市における水と緑は～

・素晴らしい景色も放置された廃棄物、禁
止区域に置かれた自転車等で台無しにな
る。これらの解消に予算を傾注して欲し
い。
・少しでも緑を増やし、落書きをなくすた
めに、コンクリート塀ではなく生け垣を奨
励したい。

Ｐ１３
第３章
２（６）

(6)　生活空間の景観形成
放置されたごみや味気のないブロック塀、雑草
だらけの空地、駅前の放置自転車など、身近な
生活空間における景観の問題は、私たち一人一
人の意識や行動が表れた結果です。一方、庭先
をきれいに飾ったりる、塀を生垣にする、目の
前の道路を掃除したりするといった行動は、周
囲に良い影響を与えて、良好な景観づくりに発
展する可能性を持っています。身近な生活空間
における景観づくりでは、できることから行動
を始めて、それが発展して各地域において自主
的な景観ルールづくりが盛んに行われるように
なることを目指します。

・「魅力ある景観の横浜」にするために
は、区長および区役所職員の意識改革が必
要である。

Ｐ２２
第４章
２（３）

(1)　市民活動との協働
地区の特性に合った景観や良好な居住環境を維
持し、育てていく活動が日ごろから行われるよ
う、地域まちづくり推進条例等による、情報提
供、相談、専門家派遣、財政的支援などを通じ
て持続的な組織づくりに向け協働した取組を行
います。また、景観形成に積極的に取り組む市
民の活動を支援し、行政職員の育成も行いま
す。

素案からの修正箇所（案）対照表

修正文
(下線部を加筆、取り消し線部を削除）
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